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し
ま
茶

ニューヨーク
ボルチモア

ボストン

横浜上海

サンフランシスコ

1859 年 10月
中山元成が
G・R・ホール
（横浜ウォルシュ商会）に
さしま茶を販売

1860 年 2月 9日
ウォルシュ商会の船舶
プリンセスシャルロット号
GRH印の茶を搭載し
NYをめざし横浜を出航

1860 年
GRH印の「江戸ウーロン茶」
ラッセル商会のウラニア号に
乗せられ上海を出航

1860 年 10月 22日
BostonDailyAdvertiser 紙の記事
「ウラニア号で上海から送られた 1万
ポンドのウーロン茶は、日本から我
が国に届いた初めてかつ唯一の上質
なお茶である」

1860 年 10月 29日
Sun紙の広告
「日本茶  江戸ウーロン茶
中国茶とは違う香り高さと品質」

1860 年 8月 10日
SanFranciscoBulletin 紙の広告
「日本茶！江戸ウーロン茶
イギリス東インド会社が販売」

特 集

　

町
で
は
、
平
成
29
年
に
「
境
町
と
麗
澤
大
学

及
び
さ
し
ま
茶
協
会
に
よ
る
三
者
協
定
」
を
締

結
し
、共
同
で
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
「
日

本
茶
初
輸
出
さ
し
ま
茶
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
・

発
信
事
業
」を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
集
大
成
と
し
て
、
平
成
31
年
２
月
27
日
、

麗
澤
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
（
千
葉
県
柏
市
）
に
お

い
て
、
さ
し
ま
茶
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
調
査
研

究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
分

野
の
専
門
家
に
よ
る
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
、

さ
し
ま
茶
が
日
本
で
最
初
に
ア
メ
リ
カ
に
輸
出

さ
れ
た
本
格
的
な
日
本
茶
で
あ
る
こ
と
が
確
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
し
ま
茶
は
、
境
町
の
ほ
か
、
古
河
市
、
坂

東
市
、
常
総
市
、
八
千
代
町
の
３
市
２
町
で
生

産
さ
れ
て
い
る
茨
城
県
西
部
の
特
産
品
で
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
麗
澤
大
学
の

櫻
井
良
樹
教
授
よ
り
、
日
本
開
国
時
の
さ
し
ま

茶
交
易
の
歴
史
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

猿
島
台
地
で
育
ま
れ
た
「
さ
し
ま
茶
」
は
、

下
総
国
の
名
産
品
と
し
て
多
く
の
人
々
に
親

し
ま
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
文
政
５
年

（
１
８
２
２
年
）
に
生
ま
れ
た
山
崎
（
七
軒
）
の

野
村
佐
平
治
も
、
製
茶
の
研
究
に
専
念
し
、「
江

戸
の
花
」
と
い
う
銘
茶
を
江
戸
に
送
り
出
し
て

い
ま
す
。

　

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
年
）
ペ
リ
ー
が
浦
賀

に
来
航
し
、
２
０
０
年
以
上
続
い
た
鎖
国
状
態

が
解
か
れ
る
と
、岩
井
の
茶
商
、中
山
元
成
は「
さ

し
ま
茶
（
下
総
茶
）」
の
海
外
輸
出
に
乗
り
出
し

ま
す
。

　

櫻
井
教
授
は
、
中
山
元
成
の
残
し
た
茶
輸
出

に
関
す
る
売
り
荷
の
控
え
（
東
大
所
蔵
）
か

ら
、
安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）
10
月
に
、
ア

メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ル
シ
ュ
商
会
横
浜
駐
在
員
で
あ

る
ホ
ー
ル
氏
に
、
仲
買
人
を
通
し
て
、「
さ
し
ま

茶
」
の
大
規
模
な
販
売
を
行
っ
た
こ
と
を
発
見

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き
中
山
が
ホ
ー

ル
の
ウ
ォ
ル
シ
ュ
商
会
に
販
売
し
た
お
茶
の
イ

ン
ボ
イ
ス
（
送
り
状
）
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に

保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
櫻
井
教
授
は
、
中
山
元
成
や
ア
メ
リ
カ

の
商
会
が
残
し
た
売
買
記
録
を
辿
り
、
ア
メ
リ

カ
大
陸
に
輸
入
さ
れ
た
最
初
期
の
「
日
本
茶
」

の
中
に
、
中
山
が
ホ
ー
ル
に
販
売
し
た
さ
し
ま

茶
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
解
き
明
か
し
ま
し

た
。
古
文
書
の
記
録
に
よ
り
、
当
時
の
日
米
両

国
の
商
人
が
、
さ
し
ま
茶
（
日
本
茶
）
を
品
質

の
高
い
信
頼
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
込

み
、
売
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ

て
い
ま
す
。
さ
し
ま
茶
は
、
伝
統
あ
る
誇
る
べ

き
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
猿
島
台
地
に
受
け
継
が

れ
、
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

さ
し
ま
茶
の
「
日
本
で
最
初
に
ア
メ
リ
カ
に

輸
出
さ
れ
た
日
本
茶
」
と
い
う
歴
史
は
、
さ
し

ま
茶
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
一
層
高
め
る
た
め
の
重

要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。　

　

境
町
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
を
活
用

し
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
特
産
品
で
あ
る
さ
し

ま
茶
の
振
興
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

日
本
で
最
初
に
輸
出
さ
れ
た
「
日
本
茶
」

は
じ
め
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た

日
本
茶
「
さ
し
ま
茶
」
の
ル
ー
ツ

麗
澤
大
学
と
連
携
し
、

「
さ
し
ま
茶
」
の
歴
史
が
判
明

シンポジウム参加者での集合写真（写真左から麗澤大学小野教授、麗澤大
学徳永学長、橋本町長、さしま茶協会石山会長、（株）NePt Japan 櫻井代
表取締役、麗澤大学櫻井教授、筑波大学氏家准教授、麗澤大学沖山客員研
究員、日本大学阿久根准教授）

麗澤大学×境町

topic   history of sashima tea  

VOICE

が日本で初めてアメリカに輸出さ
れたお茶であることが証明され、
大変嬉しく感じています。さしま
茶の歴史を作り上げてきた中山元
成氏をはじめとする先人達に感謝
するとともに、今後ますますさし
ま茶のブランド力を高められるよ
うにさしま茶の PR に注力していき
たいと考えています。　

さしま茶協会
会長
石山嘉之さん

今回の調査研究
によって、改め
て「 さ し ま 茶 」

古文書で辿る日本初のさしま茶輸出の経緯

記録による証明
日本茶の販売広告

アメリカで販売された「江戸ウーロン茶」
の広告

▲サン紙

▲サンフランシスコ報

ラッセル商会文書

今回の調査により、ラッセル商会文書の中に、横浜開
港期の G・R・ホールの「ウォルシュ商会」の貿易史
料が含まれていることがわかりました。G・R・ホー
ルの印（GRH）が付けられた「江戸ウーロン茶」が
上海経由で NY に向け出航、販売された事が記されて
います。GRH 印の茶の中に中山元成が販売したさし
ま茶が含まれていることが、ほぼ確実と判明しました。

▲ハーバード大学ビジネススクール蔵

中山元成による安政六年
横浜で行った茶貿易の売荷控

中山元成に関する史料は、現在、東京大学法学部
法政史料センター原資料部にマイクロフィルムで
所蔵されています。上図は中山元成が残した横浜
からの茶輸出に関する覚書です。売り込み先とし
て「亜商ホール（G・R・ホール）」の名前が見ら
れます。このホールというのは、ウォルシュ商会
の横浜駐在員であったジョージ・ロジャーズ・ホー
ルという人物です。

▲東京大学法学部史料センター蔵

　

さ
し
ま
茶
は
茨
城
県
を
代
表
す

る
ブ
ラ
ン
ド
茶
の
一
つ
で
県
西
地

域
（
境
町
・
古
河
市
・
坂
東
市
・

常
総
市
・
八
千
代
町
）
で
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
茶
に
好
適
な
土
壌

や
、
比
較
的
温
暖
な
気
候
条
件
の

影
響
と
、
適
度
な
寒
さ
か
ら
茶
葉

に
厚
み
が
あ
り
、
製
茶
す
る
と
濃

厚
な
味
と
香
り
が
立
ち
昇
り
、
渋

み
、
深
い
コ
ク
が
あ
る
の
が
特
徴

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
深
蒸
し
製
法
が
主
流
と

な
り
、
個
々
の
生
産
者
が
茶
の
栽

培
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
行
い
、

消
費
者
に
顔
の
見
え
る
販
売
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
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